
末
広
小
・
大
根
中
・
北
中

の
実
践
発
表
で
は
、
各
校
の

特
色
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
の
親
睦
を
深
め
る

た
め
の
社
会
見
学
を
行
っ
た

り
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
共
同
購
買

の
収
益
を
被
災
地
に
寄
付
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

に
一
新
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は

多
く
の
人
に
好
評
で
、
約
１

５
０
枚
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

防
犯
・
防
災
マ
ッ
プ
は
、

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
機
能
を

活
用
し
、
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
や
危
険
箇
所
の
視
認
性

を
高
め
て
い
ま
す
。

「
砂
田
が
丘
祭
」
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
バ
ザ
ー
や
各
部
活

動
に
よ
る
模
擬
店
が
出
店
さ

れ
ま
す
。
各
部
の
売
り
上
げ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
費
に

充
て
ら
れ
ま
す
。
生
徒
や
来

場
者
は
お
祭
り
を
楽
し
み
、

会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

７
月
に
行
わ
れ
た
３
泊
４

日
の
「
ふ
れ
あ
い
通
学
合
宿
」

で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々

の
協
力
の
も
と
、
合
宿
に
参

加
し
た
大
根
小
と
広
畑
小
児

童
の
た
め
に
、
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い

笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

食
育
総
合
教
育
の
一
環
と

し
て
、
学
校
の
近
く
に
畑
を

借
り
て
農
園
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
４
０

０
本
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を

育
て
て
、
10
月
に
行
わ
れ
る

「
北
稜
祭
」
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
豊
か
な
自
然
が
あ
る

地
域
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

継
続
し
た
い
活
動
で
す
。

地
域
と
の
交
流
を
深
め
、

誰
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で
き

る
工
夫
を
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。

第１１６号（１） はだのＰ連だより ２０１９年（平成３１年）２月２０日

秦野市PTA連絡協議会信条
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２．子どもの健全な成長を

３．充実した家庭に

（昭和48年10月1日制定）
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印 刷 (有)みうら印刷

■
自
尊
感
情
を
育
て
よ
う
■

自
尊
感
情
と
は
「
私
は
私
、

い
ま
こ
の
自
分
で
価
値
あ
る

存
在
だ
」
と
思
え
る
気
持
ち

で
す
。
弱
さ
や
不
完
全
さ
を

許
し
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
分

を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
居
場

所
の
存
在
。
そ
れ
が
子
ど
も

の
心
の
栄
養
と
な
り
、
自
尊

感
情
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
子
ど
も
だ
け
で
は

な
く
、
親
で
あ
る
私
た
ち
も

自
分
を
好
き
に
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
例
え
ば
、
当
た

り
前
の
こ
と
や
嫌
な
出
来
事

に
も
よ
か
っ
た
探
し
を
し
て
、

日
頃
か
ら
「
○
○
で
よ
か
っ

た
」
「
あ
り
が
た
い
な
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

は
、
自
尊
感
情
を
高
め
る
上

で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

■
評
価
型
の
ほ
め
言
葉
で
は

な
く
Ｉ
メ
ッ
セ
ー
ジ
■

「
い
い
子
ね
」
「
上
手
ね
」

ば
か
り
で
ほ
め
て
い
る
と
、

完
璧
主
義
で
失
敗
を
許
せ
ず
、

人
よ
り
常
に
優
秀
で
な
く
ち
ゃ

と
い
う
価
値
観
を
育
て
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
「
私
は
○
○
で
う
れ

し
い
」
と
自
分
の
肯
定
的
な

気
持
ち
や
共
感
を
伝
え
る
Ｉ

（
私
は
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら

は
、
感
謝
さ
れ
る
喜
び
や
自

信
が
生
ま
れ
、
幸
せ
な
子
を

育
む
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

末
広
小
学
校

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
取
り
組
み

大
根
中
学
校

ふ
れ
あ
い
の
中
に
笑
顔

北
中
学
校

豊
か
な
自
然
と
と
も
に

Ｑ
１

市
の
相
談
状
況
は

現
時
点
で
は
、
ネ
ッ
ト
依

存
に
特
化
し
た
相
談
は
受
理

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
絡
む
ト

ラ
ブ
ル
、
特
に
ネ
ッ
ト
課
金

に
つ
い
て
は
報
告
が
増
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
２

対
策
は

学
校
で
は
、
携
帯
電
話
等

の
使
い
方
に
関
す
る
講
演
会

を
適
宜
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
市
民
を
対
象
と

し
た
公
開
講
座
も
実
施
し
、

未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
３

予
防
す
る
に
は

携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
こ

と
で
、
保
護
者
が
安
心
感
を

持
っ
て
し
ま
う
と
い
う
落
と

し
穴
が
あ
り
ま
す
。
持
た
せ

る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
十
分
理
解
し
、
使
う
際
の

家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

予
防
策
と
し
て
、
ネ
ッ
ト

よ
り
も
興
味
を
引
く
よ
う
な

自
然
体
験
や
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
で
の
感
動
体
験
を
幼
少
期

か
ら
積
ん
で
お
く
こ
と
も
重

要
で
す
。

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

に
よ
る
と
、
市
で
は
子
ど
も

た
ち
の
読
書
量
が
少
な
く
、

ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
が
平
均

よ
り
長
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
教
育
委
員

会
で
は
、
教
育
水
準
の
向
上

を
目
指
し
、
読
書
活
動
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

「
男
の
子
は
ゲ
ー
ム
依
存
、

女
の
子
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
依
存
に
陥

り
や
す
い
」
と
は
、
こ
ど
も

若
者
相
談
担
当
の
○
課
長
。

人
間
関
係
に
課
題
を
抱
え

る
と
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
依

存
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
依
存
の
き
っ
か
け
が

何
か
、
子
ど
も
の
本
音
を
引

き
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
に
か
く
一
人
で
悩
ま
ず
、

下
記
の
連
絡
先
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
ど
も

若
者
相
談
担
当
で
は
親
子
で

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
○
課
長
は
「
子
ど
も
た

ち
に
は
や
り
直
す
チ
ャ
ン
ス

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
相
談
し
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま

た
一
人
ひ
と
り
に
夢
と
希
望

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

依
存
の
背
景
に
目
を
向
け

ず
に
携
帯
電
話
を
取
り
上
げ

た
り
、
ネ
ッ
ト
回
線
を
切
っ

て
し
ま
う
だ
け
で
は
何
も
解

決
し
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
声

に
耳
を
傾
け
て
問
題
に
向
き

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
し
ら
せ

広
報
紙
展
示
会

平
成
31
年
３
月
13
日
（
水
）
～
３
月
24
日
（
日
）

本
町
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー

１
月
19
日

秦
野
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

今
年
度
の
秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
繋
が
り
～
地
域
と
繋
が
り
、
心
で
繋
が
る
～
」

の
も
と
、
３
校
の
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
２
１
８
名
が
参
加
し
た
今
大
会
は
、
親
・
子
育
て
支
援
の

セ
ミ
ナ
ー
や
執
筆
活
動
な
ど
で
活
躍
中
の
北
村
年
子
氏
に
よ
る
講
演
と
体
験
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お揃いのＴシャツを着て

つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
よ
う

人権・子どもホットライン（子ども専用）

℡ ０４６６－８４－１６１６

（毎日９時～２０時）

秦野市こども若者相談担当

℡ ０４６３－８２－５２７３

℡ ０４６３－８４－７８００

（平日９時～１７時）

※ＨＰ「こども若者相談担当」で検索

背
後
に
人
間
関
係
も

2021年12月の中学校完全給

食実施に向け、センター方式

（共同調理場方式）が採用さ

れる見込みとなりました。

今年４月に始まった中学校

完全給食推進会議では、自校

方式に次いで親子方式*を望

む意見が多数を占めました。

しかし調理場の新設もしくは

大規模改修を行うと、教室へ

の採光の悪化や配送車両と生

徒の動線が交差して危険、な

ど学習活動への影響が生じる

ことが分かりました。

こうした課題を総合的に検

討した結果、秦野市ではセン

ター方式が現実的かつ財政的

にも実行可能な方法であると

結論づけられました。

これまでも他自治体の様々

な給食方式を視察しており、

1月15日は川崎市南部学校給

食センターを情報委員と中学

校教職員の計21人で訪れまし

た。まず目を見張ったのが、

最新の衛生的な設備。調理ス

ペースは外気と遮断され、簡

単に出入りできません。配送

に50分程度かかっても温かい

まま運ぶことができ、アレル

ギー対応食はひとり分ずつ保

温容器に収められていました。

試食後は「こんな設備で作っ

ていれば安心」「温かくて優

しい味」「小学校の自校方式

が大きくなった印象」などの

感想が聞かれました。

待ち遠しい中学校給食

こんな施設が秦野にもできる？

秦野市Ｐ連のＨＰが開設されました。

今後は「はだのＰ連だより」

をＨＰに掲載し、年６回程

更新する予定です。*Ｈ27年度

以降のバックナンバーが閲覧可能

市Ｐ連のＨＰができました

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
報
告
さ
れ
た
国
の
調
査
で
は
、
依
存
が
疑
わ
れ

る
中
高
生
は
93
万
人
に
上
る
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

「
秦
野
市
の
現
状
と
対
策
」
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
教
育
指
導
課
の
○
○
○
○
課
長
に
、
「
ネ
ッ
ト
依

存
の
背
景
」
に
つ
い
て
こ
ど
も
健
康
部
こ
ど
も
若
者

相
談
担
当
の
○
○
○
○
担
当
課
長
に
聞
き
ま
し
た
。

ＨＰアドレス： https://www.hadanopta.com

も
っ
と
自
分
を
好
き
に
な
る

北
村
年
子
氏

多彩な活動がある大根中

発表をする北中の副会長

* 親子方式…小学校の給食室で調理し、中学校に配送する方式

第
10
回

秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会



平
成
30
年
度
「
い
じ
め
を

考
え
る
児
童
生
徒
委
員
会
」

の
第
４
回
（
全
４
回
）
が
行

わ
れ
、
小
中
学
校
の
代
表
に

教
職
員
・
保
護
者
・
地
域
の

方
も
加
わ
り
、
１
５
０
人
が

一
堂
に
集
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
い
じ
め
の
未
然
予
防

と
根
絶
に
向
け
た
「
は
だ
の
っ

子
生
活
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を

中
心
に
考
え
、
い
じ
め
の
起

き
な
い
良
い
雰
囲
気
の
学
校

に
な
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

中
学
校
区
別
の
協
議
で
は

「
自
己
実
現
」
「
生
活
習
慣
」

「
学
び
」
「
仲
間
」
「
社
会
」

の
五
つ
の
項
目
か
ら
な
る
同

心
円
チ
ャ
ー
ト
に
、
い
じ
め

を
生
ま
な
い
学
校
に
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
、
そ
の
必
要

性
や
重
要
性
、
実
行
す
る
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
各

自
で
紙
に
書
き
出
し
配
置
。

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
煮
詰
め

ま
し
た
。

全
体
会
は
中
学
校
区
ご
と

の
発
表
で
し
た
。
「
当
た
り

前
に
あ
り
が
と
う
」
「
本
な

ど
で
他
人
の
考
え
に
触
れ
よ

う
」
「
挨
拶
や
感
謝
を
言
葉

で
伝
え
よ
う
」
な
ど
の
意
見

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
委
員
長

○
○
○
○
（
北
中
学
校
）

「
こ
れ
は
い
じ
め
だ
ろ
う

か
」
と
思
っ
た
時
に
は
自
分

ひ
と
り
で
思
い
悩
ま
ず
に
、

目
安
箱
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
を

使
い
、
周
り
に
伝
え
て
解
決

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

実
行
委
員
会
副
委
員
長

○
○
○
○
（
渋
沢
小
学
校
）

い
じ
め
に
気
付
い
た
ら
先

生
に
報
告
す
る
な
ど
、
す
ぐ

に
行
動
し
、
み
ん
な
が
仲
良

く
笑
い
合
え
る
学
校
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

第
60
回
神
奈

川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
大

会
が
11
月
8
日

に
鎌
倉
市
で
開

か
れ
ま
し
た
。

年
次
表
彰
で

は
、
秦
野
市
か

ら
は
大
根
小
学

校
と
北
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
養

老
孟
司
氏
よ
り

子
育
て
に
つ
い
て
の
基
調
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
三
浦
市

Ｐ
連
が
災
害
時
に
使
用
で
き

る
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
製
作

に
つ
い
て
報
告
。
大
人
が
楽

し
み
な
が
ら
、
学
校
の
枠
を

超
え
地
域
活
動
と
し
て
行
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

平
塚
市
浜
岳
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
役
員
の
成
り
手
不
足
解

消
の
た
め
、
役
員
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
平
塚
市
Ｐ
連
と
共
に
、

市
全
体
で
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

第１１６号（２） はだのＰ連だより ２０１９年（平成３１年）２月２０日

時
に
真
剣
に
、
時
に
談

笑
し
、
み
ん
な
で
楽
し
み

文
字
で
伝
え
る
難
し
さ
を

学
ん
だ
数
カ
月
で
し
た
。

平
成
最
後
の
「
は
だ
の

Ｐ
連
だ
よ
り
」
に
携
わ
れ

た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で

す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た

先
生
方
に
も
心
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
…

「
あ
り
が
と
う
」

「
地
域
力
」
と
い
う
言
葉

を
聞
く
機
会
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
市
内
で
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

指
定
校
の
西
中
学
校
で
は
、

委
員
に
任
命
さ
れ
た
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

防
災
炊
き
出
し
訓
練
は
、
自

治
会
と
協
働
で
実
施
。
日
立

製
作
所
Ｏ
Ｂ
の
支
援
に
よ
る

理
科
の
授
業
も
行
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
今
年
度
発
足
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
に
は
生
徒

と
教
員
が
在
籍
し
、
要
請
に

応
じ
て
花
壇
の
整
備
や
地
域

行
事
の
手
伝
い
に
汗
を
流
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ

部
が
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
を
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
民

生
委
員
の
協
力
を
得
て
配
布

す
る
取
り
組
み
も
。

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
自
身
が
地
域
力
と
な
っ
て

活
躍
し
て
い
る
場
も
あ
り
ま

す
。
（
○
○
○
○
校
長
談
）

教
育
委
員
会
で
は
教
育
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
お
り
、
英
語
の
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
授
業
や
秦
野
検
定
の
お

手
伝
い
等
活
動
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
広
畑
や

西
地
区
に
開
設
さ
れ
て
い
る

「
み
ん
な
の
食
堂
」
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
で
す
。

地
域
の
人
材
を
掘
り
起
こ

し
、
教
育
や
福
祉
の
現
場
で

活
躍
し
て
も
ら
う
。
人
の
役

に
立
つ
経
験
は
、
自
己
肯
定

感
や
自
己
有
用
感
を
育
み
ま

す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
、

身
近

で
無

理

な
く

で
き

る

「
ち
ょ
い
ボ
ラ
」
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
編
集
委
員
】
○
○
○
○
（
東
中
）
・
○
○
○
○
（
鶴
巻
中
）
・
○
○
○
○
○
（
南
が
丘
中
）
・
○
○
○
（
渋
沢
小
）
・
○
○
○
○
（
本
町
小
）
・
○
○
○
○
（
末
広
小
）
・
○
○
○
○
○
（
大
根
小
）

情報委員の活動って、何するの？

★Ｐ連だより発行★

情報委員の主な活動は「市Ｐ連の広報活動」と「各校ＰＴＡ同士の連絡と情報交換」です。

平成３０年度は具体的にどんなことを行ったのでしょうか？ ちょっとのぞいてみてください。

★情報委員会★

★市Ｐ連会員研修会★

大根小
○○○会長

北中
○○○○会長

会
を
終
え
て
…

来年度は…

市Ｐ連と各校ＰＴＡと

のパイプ役という役割に

もう少し時間を割けるよ

う「はだのＰ連だより」

Ｗｅｂ化の他に、年間の

活動内容を見直しし、事

業の統合などスリム化を

目指します。

新しい元号とともに始

まる情報委員会がどのよ

うに変わるでしょうか。

皆さんと一緒につくり上

げていきたいと思います。

ご協力よろしくお願いい

たします。

11
月
11
日

堀
川
公
民
館

鎌倉芸術館 大ホール

県
Ｐ
大
会

市
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
か
ら
、
７
１
４
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長
賞
◆

（
母
）

習
い
事

毎
晩
日
課
の

お
む
か
え
へ

（
子
）

長
い
で
す

毎
晩
日
課
の

立
ち
話

（
東
小
学
校
４
年
）
○
○
○
○
（
母
）
○
○

ど
の
親
子
に
も
同
じ
よ
う
な
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
九
回親

子
川
柳

●７・１１・２月の年３回発行

●３班に分かれ、いずれか１号の発行を担当

編

集

後

記

どうなる？

だ よ

情報委員会ＮＯ.１７

り

◇ ＝ 行事内容

● ＝ 情報委員の活動

◇６分科会に分かれ、テーマ

ごとの会員同士の意見交換会

●各分科会の議事録を担当

バンザーイ！⑥これらの作業を

行い「Ｐ連だより」

を完成させます！

発行された時の達

成感は…( ´艸｀)

11月10日、東小学校のふ

れあいまつりを訪れました。

ＰＴＡの手作り焼きそばや

豚汁、東幼稚園の園長先生

が丹精こめて育てた「みち

おの大根」に行列ができて

いました。

中学生ボランティアや生

徒会も大活躍。小さな子ど

もたちにやさしく声をかけ

る温かい姿にも出会えた素

敵なふれあいまつりでした。

東中ＰＴＡ会長 ○○○

会 長 さ ん ぽ ⑥

★広報クリニック★

◇発行済みの広報紙を講評して

もらう講座

◇広報委員同士の情報交換の場

●会場設営・司会等の運営

★広報技術講習会★
◇広報紙作りのイロハから学べる

講習会

●会場設営・司会・機材操作等を

含む運営

≪ 発行までの流れ ≫

④パソコン係は、見出しのデザインや記事の

レイアウトを考え、紙面を作成。話し合い

の中で何度もレイアウトが変わることも。

修正するとバランスが崩れ、手直しも大変(-_-;)

⑤入稿前は何度も記事を読み返し、誤字脱字

がないか、内容が正確に伝わるかみんなで

確認。自分の語彙力の無さを痛感(;^ω^)

❤ 時にはおやつを食べながら談笑も♪

◇市内ＰＴＡ広報紙の審査＆展示

◇受賞校は、市Ｐ連総会で表彰

●正副委員長と各班リーダーは

審査に参加

●展示会場の設営・撤去作業

①班ごとに、どんな記事を書くのかじっくり

話し合い決めていく。

②書く内容が決まったら、取材・

インタビュー・アンケート等を

行い記事にしていく。

写真もいっぱい撮ります。

③決められた文字数に合わせて

記事をまとめるのが一苦労(;´Д｀)

◇年１０回開催

◇単位ＰＴＡ同士の情報交換の場

●市Ｐ連 ⇔ 各校間の情報伝達

●各校の広報紙の受け渡し etc...

～
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
～

情報委員として不慣

れな点も多く、沢山の

ご迷惑をおかけしまし

たが、色々な方の協力

のもと、ＰＴＡ活動に

携わることができまし

た。１年間本当にあり

がとうございました。

★広報紙コンクール＆展示会★

他校の方と知り合い

になることができる情

報委員会、とても楽し

かったです。みんなで

作り上げた「Ｐ連だよ

り」も同じ班の仲間も

私の宝物です。みんな

ありがとう！

情報委員の仕事で、

子どもの幼稚園の行事

に参加できないことも。

寂しい思いをさせてし

まいました…。しかし！

人見知りな私でも、優

しい方たちに囲まれ楽

しく活動できました♪

情報委員になってい

なかったら行くことが

なかった場所、出会う

ことがなかった人々。

この経験は私の財産に

なりました。情報委員

の魅力を伝え切れない

自分がもどかしい…。

情報委員になり、イ

ンタビューや講演など

で貴重なお話を聞く機

会に恵まれ、とてもい

い経験ができました。

他小中学校に知り合い

ができたことも収穫の

ひとつです。

学校行事と情報委員

の活動が重なり大変な

時もありましたが、仲

間に恵まれ充実した日々

でした。紙での発行が

最後となる「Ｐ連だよ

り」の編集に関われた

ことも良い思い出に。

「わはははっ！」と

笑いが絶えなかった情

報委員。「楽しみなが

ら活動したい」という

想いが伝わってきた１

年間でした。幸せな時

間をありがとうござい

ました。

コミュニケーションの大切さを話し合う


